
県政特集 足利尊氏　その生涯とゆかりの名宝

とちぎ Prefectural Newsletter of Tochigi

　VOL.259

　2012 10月号

編集・発行  栃木県広報課 平成24年10月7日発行

　　目 次
　2面　とちぎ元気グルメまつり
　3面　県からのお知らせ
　4面　県政トピックス・文化情報 ほか　
〒320-8501 宇都宮市塙田1-1-20
TEL 028-623-2192 FAX 028-623-2160
栃木県のホームページ http://www.pref.tochigi.lg.jp/

毎月第1日曜日発行（次回は11/4発行）
　

上
の
写
真
を
見
て
、
ど
ち
ら

が
足
利
尊
氏
だ
と
思
い
ま
す
か
。

左
の
写
真
は
、
1
9
8
0
年
代

以
前
ま
で
足
利
尊
氏
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
た
騎
馬
武
者
像
で
す
。

こ
の
騎
馬
武
者
の
武
具
や
馬
具

に
描
か
れ
た
家
紋
が
、
尊
氏
の

家
紋
で
あ
る
二

ふ
た
つ

引ひ
き

紋も
ん

で
は
な

く
、輪わ

違ち
が
い

紋も
ん

で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
現
在
は
尊
氏
本
人
で

は
な
く
南
北
朝
時
代
の
別
の
武

将
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
右
の
写
真
は
、
現
存
最
古

の
足
利
尊
氏
坐
像
で
あ
り
、
南

北
朝
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、

今
年
度
に
国
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
貴
重
な
坐
像
で
す
。
尊

氏
の
子
、
2
代
将
軍
義よ

し

詮あ
き
ら

が
京

都
東
山
に
あ
っ
た
寺
院
に
奉
納

し
、
応
仁
の
乱
後
に
山や

ま

科し
な

地じ

蔵ぞ
う

寺じ

に
移
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
時
代
に

安あ
ん

国こ
く

寺じ

に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

尊
氏
が
室
町
幕
府
を

開
く
ま
で

　

元げ
ん

弘こ
う

3
年（
1
3
3
3
年
）、鎌

倉
幕
府
倒
幕
を
企
て
た
と
し
て

隠お

岐き
（
島
根
県
）に
流
さ
れ
て
い

た
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
は
、
厳
し
い
監

視
の
目
を
く
ぐ
り
抜
け
隠
岐
を

脱
出
し
、
各
地
の
支
持
者
に
倒

幕
の
命
令
を
下
し
ま
し
た
。鎌
倉

幕
府
の
有
力
御
家
人
で
あ
っ
た

尊
氏
は
、
鎌
倉
幕
府
の
実
質
的

支
配
者
で
あ
る
北ほ

う

条じ
ょ
う

氏
の
支
配

❶
栃木県の人口〔9月1日現在〕 1,993,523人（前月比－158人、前年同月比－6,336人）世帯数757,283世帯

に
不
満
を
募
ら
せ
て
い
た
他
の

御
家
人
た
ち
と
と
も
に
天
皇
側

に
つ
き
、約
1
4
0
年
間
続
い
た

鎌
倉
幕
府
を
倒
し
た
の
で
す
。

　

倒
幕
後
、
後
醍
醐
天
皇
は
京

都
に
戻
り
、
天
皇
を
中
心
と
し

た
新
し
い
政
治 

「
建
武
の
新
政
」

を
始
め
ま
し
た
が
、
重
要
事
項

の
決
定
は
す
べ
て
天
皇
と
一
部

の
貴
族
が
行
う
な
ど
の
面
が
武

士
た
ち
の
反
発
を
招
き
ま
し
た
。

　

建け
ん

武む

2
年（
1
3
3
5
年
）、天

皇
の
政
治
に
不
満
を
持
つ
武
士

た
ち
と
と
も
に
、
尊
氏
が
天
皇

に
反
旗
を
翻
し
ま
し
た
。
翌
年
、

戦
い
に
勝
利
し
た
尊
氏
は
、
後

醍
醐
天
皇
の
代
わ
り
に
別
の
天

皇
を
立
て
、
自
ら
は
京
都
に
幕

府
を
開
き
ま
し
た
。
一
方
、
後
醍

醐
天
皇
は
吉
野
（
奈
良
県
）
に

逃
れ
、
足
利
政
権
に
対
抗
し
た

の
で
す
。
2
つ
の
朝
廷
が
並
び

立
ち
、
60
年
に
わ
た
っ
て
争
い

が
続
い
た
動
乱
の
時
代
半
ば
に

尊
氏
は
そ
の
生
涯
を
終
え
た
の

で
す
。

ゆ
か
り
の
名
宝

　

今
回
展
示
さ
れ
る
2
体
の
大

日
如
来
坐
像
は
、
平
安
時
代
の

温
和
な
表
情
の
仏
像
に
比
べ
、目

や
口
な
ど
が
顔
の
中
心
に
寄
っ

た
厳
し
い
顔
立
ち
を
し
て
お
り
、

奈
良
県
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛

【
問
合
せ
】
県
立
博
物
館
☎
0
2
8
･
6
3
4
･
1
3
1
2

力
士
像
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ

る
運う

ん

慶け
い

の
作
風
を
よ
く
表
し
て

い
ま
す
。
両
像
は
、
足
利
氏
の

菩ぼ

提だ
い

寺じ

で
あ
っ
た
樺か

ば

崎さ
き

寺で
ら

（
足

利
市
）
の
下し

も

御み

堂ど
う

と
赤あ

か

御み

堂ど
う

に

安
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

大日如来坐像・国重文　（左）真如苑蔵、（右）光得寺蔵

騎馬武者像（国重文・京都国立博物館蔵／左）、足利尊氏坐像（国重文・大分県安国寺蔵／右）

　

尊
氏
が
墓
参
り
な
ど
で
足
利

を
訪
れ
、
菩
提
寺
の
樺
崎
寺
に

お
参
り
し
た
際
に
は
、
両
像
を

拝
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
両
像
そ
ろ
っ
て
の
栃

木
県
へ
の
里
帰
り
は
、
は
じ
め

て
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
企
画
展
で
は
、こ
の
ほ
か

尊
氏
直
筆
の
和
歌
や
、
合
戦
の

様
子
を
描
い
た「
太
平
記
絵
巻
」

な
ど
の
大
変
貴
重
な
資
料
も
数

多
く
展
示
し
ま
す
。
栃
木
ゆ
か

り
の
武
将
・
足
利
尊
氏
の
足
跡

を
た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

プレゼントコーナー!プレゼントコーナー!プレゼントコーナー!プレゼントコーナー!プレゼントコーナー!
　「とちぎ県民だより」へのご感想をお寄
せください。ご意見をいただいた方の中
から抽選で15名の方に、足利尊氏特別企
画展の招待券（ペア）を差し上げます。
　はがきに、郵便番号・住所・氏名・年齢・
ご感想を記入の上、次のあて先までお送
りください。 〔締切:10/19(金)必着〕

〒320-8501 栃木県広報課
「とちぎ県民だより」係

栃
木
県
立
博
物
館

栃
木
県
立
博
物
館 

開
館
30
周
年
記
念
特
別
企
画
展

周
年
記
念
特
別
企
画
展

そ
の
生
涯
とゆ

か
り
の
名
宝

県
立
博
物
館
で
は
、開
館
30
周
年
を
記
念
し
、10
月
13
日（
土
）か
ら
11
月
25
日（
日
）ま
で（
月
曜
日
は

休
館
）、足あ

し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

に
関
す
る
特
別
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。 

現
存
最
古
の
足
利
尊
氏
坐
像
を
は
じ
め
、

尊
氏
ゆ
か
り
の
資
料
約
1
5
0
点
を
展
示
す
る
国
内
最
大
級
の
足
利
尊
氏
に
関
す
る
企
画
展
で
す
。

宇都宮環状道路

至 浅草 至 東京 至 東京

至 仙台

至 日光

至 鹿沼IC 平成通り

県庁

東武
宇都宮駅

栃
木
街
道

滝谷町交差点

中央公園

県立博物館
東交差点

宇都宮北道路
至 宇都宮IC

119

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅

東
北
新
幹
線

栃木県立
博 物 館

至 黒磯

鹿沼街道

アクセス
JR宇都宮駅・関東バス⑩・⑬番ホー
ム、または東武宇都宮駅前バス停か
ら「桜通り経由鶴田駅行」「桜通り経
由西川田駅行」のバスで「中央公園
博物館前」下車（★★）、「長坂経由鹿
沼営業所行」のバスで「文星芸術大
学附属中高」下車（★★）

会期中は駐車場の混雑が予想され
ますので、公共交通機関をご利用く
ださい。

　足利尊氏は、嘉
か
元
げん
3年（1305年）に足利貞氏と上

杉清子の子として、生まれました。足利家は源氏
の血筋で、下野国足利荘（足利市）を本拠とする
莫大な経済基盤を有する名家でありました。
　尊氏には1歳違いの弟・直

ただ
義
よし
がおり、尊氏にア

ドバイスをしたり、協力したりして、兄弟で室町
幕府を開いたのです。尊氏が清水寺に納めた直
筆の願

がん
文
もん
（神への願いごと）には、「この世の幸

せを、すべて弟・直義に授け、直義を平穏に守っ
ていただきたい｣ と書かれており、弟思いだっ
たことがうかがえます。

　足利尊氏には、戦場での勇猛さ、敵方への
寛容さ、部下への気前の良さの三つの徳が
あったといわれています。合戦の最前線に陣
取った尊氏に、配下の武将は後ろにさがるよ
う勧めましたが、尊氏は聞く耳をもたず、ほほ
笑みながら「合戦に負ければそれで終わりな
のだから、敵が近づいてきたら自害する時機
だけを教えてくれればよい」と答え、まったく
動揺する気配を
見せなかったと
いいます。また、
家臣の見事な戦
いぶりに感動
し、その家臣に
自身の腰

こし
刀
がたな
や軍

ぐん

扇
せん
などを与えた

ともいいます。

足利尊氏ってどんな人？？ その１

その２

足
利
尊
氏
直
筆
願
文

（
国
重
文
・
常
盤
山
文
庫
蔵
）

尊氏が配下の武将に与えたといわ
れている日

にち
月
げつ
図
ず
軍
ぐん
扇
せん

（九州国立博物館蔵）

～弟思いの尊氏～

足利尊氏ってどんな人？？

～三つの徳を持つ尊氏～
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【
問
合
せ
】
県
観
光
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県政特集 とちぎ元気グルメまつり

県職員が直接出向いて分かりやすい説明を行う「とちぎ県政出前講座」をぜひご活用ください。教育、福祉、産業、くらし、環境のことなど161の講座があります問県広報課☎028-623-2192

11
月
3
日（
土
・
祝
）・
4
日（
日
）の
2
日
間（
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）、
県
庁
に
お

い
て
、
県
内
各
地
の
ご
当
地
グ
ル
メ
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
「
と
ち
ぎ
元
気
グ
ル
メ
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

多
彩
な
グ
ル
メ
が
大
集
合

　

本
県
に
は
、
地
域
に
親
し
ま

れ
て
い
る
グ
ル
メ
や
、
ま
ち
お

こ
し
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
グ

ル
メ
な
ど
、
数
多
く
の
ご
当
地

グ
ル
メ
が
あ
り
ま
す
。

　

食
を
通
じ
て
本
県
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
、
県
内
各
地
へ
の
誘
客

に
つ
な
げ
る
た
め
、
ご
当
地
グ

ル
メ
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
「
と
ち

ぎ
元
気
グ
ル
メ
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

出
展
す
る
県
内
グ
ル
メ
は
、

各
市
町
か
ら
の
推
薦
や
市
町
で

行
わ
れ
た
予
選
を
突
破
し
た
え

り
す
ぐ
り
の
36
点
。
ラ
ー
メ
ン

や
そ
ば
な
ど
の
麺
類
や
丼
、
串

焼
き
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
の
と
ち
ぎ
元

気
グ
ル
メ
選
手
権
で
上
位
入
賞

し
た
「
鳥
亀
特
製
骨
な
し
か
ら

あ
げ
」や
、
県
外
か
ら「
富
士
宮

や
き
そ
ば
」（
静
岡
県
）、「
行
田

ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
」（
埼
玉
県
）
な

ど
招
待
グ
ル
メ
も
出
展
。
ド
リ

ン
ク
ブ
ー
ス
で
は
、
県
内
の
地

ビ
ー
ル
や
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
も

販
売
し
ま
す
。

　

当
日
、
会
場
で
は
県
内
グ
ル

メ
36
点
を
対
象
に
人
気
投
票
を

実
施
し
ま
す
。
グ
ル
メ
の
購
入

に
必
要
と
な
る
食
券
を
千
円
購

入
す
る
ご
と
に
、
投
票
券
１
枚

を
配
付
。
来
場
者
の
皆
さ
ん
の

投
票
に
よ
り
、
と
ち
ぎ
元
気
グ

ル
メ
№
１
を
決
定
し
ま
す
。

　

食
券
は
当
日
会
場
で
購
入
で

き
る
ほ
か
、
現
在
、
県
内
の
道

の
駅
な
ど
で
、
素
敵
な
賞
品
が

当
た
る
前
売
り
食
券
を
販
売
中

で
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
催
し
も

盛
り
だ
く
さ
ん

　

会
場
で
は
、
県
内
の
市
町
と

近
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
お
祝
い
に
駆
け
付
け
る

「
と
ち
ま
る
く
ん
の
お
誕
生
日

会
」
や
「
と
ち
ぎ
地
酒
で
乾
杯

選
手
権
」、「
栃
木
の
ご
当
地
グ

ル
メ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
な
ど
、

ご
当
地
グ
ル
メ
を
味
わ
い
な
が

ら
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

　

多
彩
な
ご
当
地
グ
ル
メ
の
中

か
ら
、
あ
な
た
の
イ
チ
オ
シ
グ

ル
メ
を
見
つ
け
に
、
ぜ
ひ
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

県内グルメ36点
この中から

とちぎ元気グルメNo.1を決定！

（グルメは変更される場合があります）

11/3（土・祝）とちまるくんのお誕生日会
11/4  （日）　とちおとめ 25　
　　　　　　よしもとお笑いライブ

・とちぎ地酒で乾杯選手権
・栃木・群馬・茨城の観光PR
・栃木のご当地グルメクイズラリー

とちぎ元気グルメまつり

①鳥亀特製骨なしからあげ
②富士宮やきそば
③行田ゼリーフライ

①②

③

宇都宮市宇都宮市
栃木の鮎らーめん栃木の鮎らーめん

宇都宮市宇都宮市
宇都宮・太麺どぼどぼソース焼きそば宇都宮・太麺どぼどぼソース焼きそば

足利市足利市
元祖！ 足利名物ポテト入り元祖！ 足利名物ポテト入り
ソースやきそバーガーソースやきそバーガー

栃木市栃木市
うずまフランクうずまフランク

佐野市  佐野市  いもフライいもフライ

鹿沼市鹿沼市
かぬま和牛串焼きかぬま和牛串焼き

日光市日光市
日光焼きそば男体山日光焼きそば男体山

日光市日光市
揚げゆばまんじゅう揚げゆばまんじゅう

栃木市栃木市
じゃがいも入り焼きそばじゃがいも入り焼きそば

佐野市  佐野市  佐野ラーメン佐野ラーメン

鹿沼市鹿沼市
鹿沼にらそば鹿沼にらそば

鹿沼市鹿沼市
鹿沼にら焼きそば鹿沼にら焼きそば

日光市  日光市  ゆばむすびゆばむすび

小山市小山市
おやま和牛串焼おやま和牛串焼

とちぎ“食と農”ふれあいフェア2012 障害者を虐待から守りましょう

メインステージスペシャルゲスト

時間  午前10時～午後4時　 場所  県庁および周辺施設

10/

「栃木の恵みに感謝　秋の大収穫祭」をテーマに、
県内の新鮮な農産物やこだわりの食が大集合！
●「そば東西交流戦」として県内各地の特色あるそばが集結
●安全・安心な地元の新鮮野菜や県内産の牛肉や豚
肉などを販売
●牛串焼きやあゆの塩焼き、アイスクリームなど「と
ちぎの味」を堪能
●バター作りや子牛とのふれあい、食の街道ミニイ
ベントなどの、食と農に関するさまざまな体験
問県農村振興課☎028-623-2333

伝統工芸品展2012 同時開催!
会場:県庁昭和館および前庭
●日光彫や真岡木綿など伝統工芸品の製作実演や、展示・販売
●伝統工芸士の指導による製作体験　
　結城紬（機織・糸つむぎ体験）、益子焼（ろくろ体験）　
●結城紬着付け体験（事前電話予約優先）など
詳しくは問い合わせを問県工業振興課☎028-623-3198

午前11時00分～　Ｔ!Ｐ
午後 1時00分～　歌う海賊団ッ!　
午後 3時00分～　森崎友紀
午後 3時40分～　えりのあ

　10月1日に「障害者虐待防止法」が施行され、虐待を受けた障害者
本人からの届出ができるようになるとともに、障害者への虐待に気
が付いた人からの通報が義務化されました。気になることがあっ
たら、まずは、市町障害者虐待防止センターなどへ連絡してくださ
い。また、養護者の負担軽減のための相談も同センターなどへお寄
せください。虐待を受ける人・虐待をしてしまう人の両方を救うた
めに、あなたのご協力をお願いします。

虐待を受けたと思われる障害者を見つけたら

市町障害者虐待防止センター（市町の障害者福祉担当課）

・養護者（生活の世話などをしている家族や親族など）による虐待
・障害者福祉施設従事者等（施設等で働いている職員）による虐待
・使用者（障害者を雇っている事業主など）による虐待

県のホームページにセンターの一覧を掲載しています
県ホームページで　

通報をした人に関する情報は守られます。
また、匿名による通報でも受け付けます通 報

障害者虐待防止センター

問県障害福祉課☎028-623-3492

午前11時00分～　Ｔ!Ｐ
午後 1時00分～　佐藤ひろこ　
午後 2時30分～　ダイアモンド✡ユカイ

大田原市大田原市
大田原とうがらし 与一ラーメン大田原とうがらし 与一ラーメン

益子町益子町
益子いろいろドッグ益子いろいろドッグ

野木町野木町
のぎのひまわりバーガーのぎのひまわりバーガー

那須塩原市那須塩原市
なすしおばらバーガーなすしおばらバーガー

茂木町茂木町
ゆず塩ラーメンゆず塩ラーメン

高根沢町高根沢町
タンタンアイ♥ラン丼タンタンアイ♥ラン丼

小山市小山市
おやま和牛ステーキ串おやま和牛ステーキ串

那須塩原市那須塩原市
塩原温泉とて焼塩原温泉とて焼
ふんわりロールとてふんわりロールとて

茂木町茂木町
ゆず塩あんかけ焼きそばゆず塩あんかけ焼きそば

高根沢町高根沢町
牛串焼（にっこりおろしソースがけ）牛串焼（にっこりおろしソースがけ）

小山市小山市
おやま和牛入りおやま和牛入り

かんぴょうカレーパンかんぴょうカレーパン

那須烏山市那須烏山市
やみぞカレーパンやみぞカレーパン

茂木町茂木町
しもつかれバーガーしもつかれバーガー

那須町那須町
黒田原ぎょうざ黒田原ぎょうざ那須町 モンなすいーと那須町 モンなすいーと

小山市 小山市 うづまあげうづまあげ
下野市下野市
かんぴょう入 五色餃子かんぴょう入 五色餃子

市貝町市貝町
いちかいエビカツバーガーいちかいエビカツバーガー

那珂川町那珂川町
八溝ししまる鍋八溝ししまる鍋

真岡市  真岡いちごめし真岡市  真岡いちごめし
上三川町上三川町
かみのかわ黒チャーハンかみのかわ黒チャーハン

芳賀町  芳賀町  はがバーガーはがバーガー

ステージ
イベント

会 場 内
イベント

詳しくはホームページをご覧ください

○会場に駐車場はありません。公共交通機関やＪＲ宇
都宮駅西口から運行されるシャトルバスの利用をお願
いします（チラシ持参で無料）
前売り食券取扱所　県内各道の駅（計21カ所）、おいでよ ! とちぎ館（宇
都宮市）、栃木県庁及び県庁合同庁舎内生協売店（計10カ所）、東京ス
カイツリータウン®内「とちまるショップ」（東京都墨田区）、下野新聞
NEWS CAFE（宇都宮市・オリオン通り）、※全国チケットぴあ各店舗、
※全国セブン-イレブン、※全国サークルＫ・サンクス
※印が付いた取扱所での購入は食券引換券のため、当日、食券と引き換えていた
だく必要があります

とちまるくん

ぐんまちゃん
ハッスル黄門

チーバくん

20
(土)

21
(日)

20
(土)

21
(日)



料受験・参加料金 身障者用駐車場
定定員 身障者用トイレ
〆応募・申込締切 オストメイト対応トイレ
問問い合わせ・申し込み先 県行政手続インターネットサービス

❸

県ホームページにバナー広告を掲載
してみませんか
●県ホームページのトップページに掲
載するバナー広告を募集しています
●広告掲載期間　11月～平成25年3月
（月単位）●広告料　5万円/月（1枠）
問県広報課☎028-623-2164

「とちぎの子育て情報サイト笑顔いっ
ぱい」ホームページのバナー広告募集
●広告料　3,000円/月(1枠)●随時募集

●申込方法などの詳しい内容は問い合
わせを
問県こども政策課☎028-623-3068

県青少年問題協議会委員募集
●青少年の育成等に関する総合的施策
について、調査審議します定 2名〆 10/26
（金）●応募資格や申込方法など詳しい
内容は問い合わせを
問県青少年男女共同参画課☎028-623-3075

奨学生および学生寮入寮者募集
●高校・大学等月額貸与奨学生および

入学一時金奨学生、大学等学生寮（東京
都目黒区）入寮者を募集します●対象
平成25年度に進学を希望する方
〆 11/15（木）
問栃木県育英会☎028-623-3459

県職員（看護師）採用選考候補者募集（第2回）
●県立病院に勤務する看護師を募集し
ます●試験日　11/3（土・祝）●会場 県
庁研修館定 10名程度●応募方法などの
詳しい内容は問い合わせを
問県医事厚生課☎028-623-3158

砂利採取業務主任者試験
●11/9（金）午前10時～正午●県庁本館
6階大会議室1料8,000円●申込期間　
10/9（火）～19（金）
問県工業振興課☎028-623-3197

手話通訳者認定試験
●一次試験（筆記・実技）12/1（土）、二次
試験（面接）H25/3/17（日）●とちぎ福祉
プラザ（宇都宮市）料無料〆 10/12（金）
問とちぎ視聴覚障害者情報センター
☎028-621-6208

栃木県保健衛生事業団の講座
◎ほ（歩）んのり爽（走）快●10/20（土）
午前9時30分～ 11時30分●5kmのジョ
ギングのほか、長く走るための練習方法
などを学びます定 20名（先着）料500円
〆 10/17（水）◎実験! 発見☆満足ごはん
～お魚編～●11/10（土）午前10時～午
後1時●満足するまで食べたい!でもカ
ロリーを抑えたいという方向けの講座
定 20名（先着）料1,000円〆 11/2（金）
●電話・来所で申し込みを
問同事業団☎028-623-7063

岡本台病院ふれあいまつり
●10/20（土）午前10時～午後2時●模擬
店やバザー、演奏会、作品展示、フリー
マーケット、医療・生活相談など
問同病院（宇都宮市）☎028-673-2211

栃木県技能展
●10/21（日）午前10時～午後5時●宇都
宮オリオン通り●技能士による製作実
演や工作教室など
問栃木県技能士会連合会☎028-643-0811

栃木吃音を考えるつどい
●10/21（日）午後1時～4時30分●とち
ぎ福祉プラザ（宇都宮市）●吃音に関す
る体験発表や講演など定 80名料無料
●当日直接会場へ
問栃木言友会・古川☎090-3138-1507

バスで行く障害のある方のためのウオーキング
●10/22（月）●紅葉の那須高原などを
歩きます●対象　身体障害者手帳をお

持ちの方定 25名料4,000円●申込期間　
10/9（火）～11（木）
問栃木県身体障害者福祉会連合会
☎028-624-8408

とちぎ健康づくりセンターの講座
◎ヘルシークッキング講座～健康づくりの
ための食事のポイント～●10/25（木）午
前10時30分～午後0時30分〆 10/18（木）
◎親子で運動講座●10/27（土）午後1時
30分～ 3時〆 10/26（金）◎スッキリ引き
締め講座～自宅でかんたんトレーニン
グ！～●11/8（木）
午前10時30分～正
午〆 11/7（水）●定
員や料金などの詳
しい内容は問い合
わせを問同センター☎028-623-5566

聴覚障害者向けパソコン教室
●10/27（土）～ 12/15（土）の土曜（全6
回）●とちぎ福祉プラザ（宇都宮市）●対
象　県内に在住・通勤・通学している
高校生以上の聴覚障害者定 8名（先着）
〆 10/15（月）●来所またはFAXで申し
込みを
問とちぎ視聴覚障害者情報センター
☎028-621-6208　 FAX 028-627-6880

労働教育講座「よくわかる! めじろ押
しの労働法改正」
●11/6（火）午後1時30分～4時30分●県
足利庁舎●改正育児介護休業法などの
労働法改正の動向について学びます
定 80名（先着）料無料〆 11/2（金）●電話
で申し込みを
問足利労政事務所☎0284-41-1241

地域連携のための「とちリハ病院研修会」
●11/8（木）午後1時30分～4時30分●県
総合教育センター（宇都宮市）●とちぎ
リハビリテーションセンターのスタッ
フによる介護保険サービス従事者のた
めの在宅支援に関する実践セミナー
定 250名料無料〆 10/19（金）●申込方法
などの詳しい内容は問い合わせを
問同センター☎028-623-6124

歴史講演会
●11/9（金）午後2時～4時●県庁東館4
階講堂●講師　山田邦明氏（愛知大学
文学部教授）●演題「中世の下野―地
域と民衆の視点から―」定 150名（抽選）
料無料〆 10/26（金）●申込方法などの
詳しい内容は問い合わせを
問県立文書館☎028-623-3450

「高血圧と食生活」講座
●11/10（土）午前10時30分～正午●とち
ぎ福祉プラザ第2研修室●運動不足に
なりがちな視覚障害者等を対象とした、
高血圧による脳卒中等を予防するため
の食生活に関する講座定 70名（先着）
料無料●申込期間　10/9（火）～31（水）
●電話・FAXで申し込みを
問栃木県視覚障害者福祉協会
☎･FAX 028-625-4990

医療通訳ボランティアセミナー
●11/10（土）午後1時30分～ 4時30分●と
ちぎ国際交流センター（宇都宮市）●医
療現場における通訳について学びます
定 50名（先着）料500円（個人賛助会員は
無料）〆 11/9（金）
問栃木県国際交流協会☎028-621-0777

障害者スポーツ協会の講座
①ウオーキング教室●11/18（日）午前10
時～正午定 30名（先着）②ビームライフル
教室●11/24（土）午前10時～正午定 20
名（先着）③みんなでカローリング●12/2
（日）午前10時～正午定 30名（先着）
※申込期間　①10/9（火）～11/6（火）、
②10/16（火）～11/13（火）、③10/23（火）
～11/20（火）●いずれも会場はわかくさ
アリーナ（宇都宮市）●申込方法等の詳
しい内容は問い合わせを
問同協会☎･FAX 028-624-2761

子どもの安全を守るぼうはん講座
●11/24（土）午後1時～ 4時●とちぎ男
女共同参画センターパルティ（宇都宮
市）●子どもへの防犯指導方法を学び
ます定 200名（先着）料無料〆 11/14（水）
●電話で申し込みを
問県くらし安全安心課☎028-623-2154

同行援護従事者養成研修一般課程
●11/26（月）、27（火）、29（木）●とちぎ
福祉プラザ（宇都宮市）●視覚障害者の
外出時に同行し援護・援助する知識・
技術を学びます定 12名（先着）料 7,000
円（昼食代別途必要）●申込期間　10/9
（火）～31（水）●電話で申し込みを
問栃木県視覚障害者福祉協会☎028-625-4990

那須エクスカーション（見学会）
●12/2（日）午前8時30分～午後5時30分
●那須の自然や歴史、文化等にふれる
体験型の見学会※貸切バス利用定 80名
（先着）料1,000円（昼食・保険料含む）
〆 10/31（水）●電話で申し込みを
問県技術管理課☎028-623-2405

動物愛護指導センターからのお知らせ
◎子犬の譲渡会●10/10（水）午後1時～
3時●事前講習会（10/7（日）午後2時～
3時30分）の受講が必要〆 10/9（火）◎子
ねこの譲渡事前講習会●10/17（水）午後
1時30分～ 3時●猫の習性や飼い方な
どの講習会料無料〆 10/16（火）◎秋の
体験学習●11/18（日）午前10時～午後0
時30分●子犬のシャンプーや爪切りなど
●対象　県内の小学4年生～中学2年生
とその家族
〆 5組15名（先着）
●申込期間 
10/29（月）～
11/2（金）
●電話で申し込
みを問同センター☎028-684-5458

不動産取引法律相談
●10/18（木）午後1時30分～ 4時●県庁
研修館401研修室●弁護士などによる

不動産取引の法律相談定 3件料無料●要
予約問県住宅課☎028-623-2488

労働相談会
●10/19（金）午後1時～7時、20（土）午前
10時～午後4時●福田屋百貨店宇都宮
店●労働委員会の委員が労働関係の悩
みや労使間トラブルの相談に応じます
料無料●電話で申し込みを
問県労働委員会事務局☎028-623-3337

お薬相談・展示会
●10/20（土）、21（日）午前11時～午後4
時●ベルモール１階カリヨンプラザ（宇
都宮市）●お薬相談コーナー、ちびっこ
調剤体験コーナーなど
問県薬務課☎028-623-3120

Ｕターンとちぎ・就活応援ガイダンス
●10/26（金）午後1時30分～ 5時●東京
新卒応援ハローワーク（東京都新宿区
西新宿2-7-1小田急第一生命ビル21階）
●首都圏近郊大学等へ進学した県内出

身の大学生等を対象とした栃木県へ
のＵターン就職ガイダンスや個別相
談定各100名（先着）料無料〆 10/19（金）
●電話または栃木労働局ホームページ
から申し込みを
問宇都宮新卒応援ハローワーク☎028-678-8311

とちぎ難病相談支援センター医療相談
●専門の医師による難病に関する医療
相談●骨･関節系疾患：10/24（水）午後
1時～4時、循環器系疾患：11/3（土・祝）
午後1時～4時●とちぎリハビリテーシ
ョンセンター定各日6名（先着）料無料
●電話で申し込みを
問とちぎ難病相談支援センター
☎028-623-6113

巡回住宅相談会
●建築士や司法書士などによる住宅相
談会①10/27（土）午前10時～午後3時
さくら市氏家公民館、②11/8（木）午後
1時30分～ 4時　下野市南河内公民館
※いずれも定 10名程度（先着）料無料

〆各開催日まで●電話で申し込みを
問栃木県建築士会☎028-639-3150

競争入札参加資格審査申請受付
●11/1（木）～16（金）●県庁東館3階●対
象　平成25・26・27年に県が実施する競
争入札（物品の販売及び役務の提供）に参
加を希望する方
問県会計局会計課☎028-623-2091

10/27（土）県消費生活センターは県庁
舎点検のため相談をお受けできません
●消費者ホットライン（☎0570-064-370）
をご利用ください
問県くらし安全安心課☎028-623-3244

マイ・バッグ・キャンペーン実施中
●10月は３Ｒ（リデュース・リユース・リ
サイクル）推進月間です●買い物には
マイ・バッグを持参しましょう●容器は
繰り返し使えるものを選びましょう●環
境にやさしい商品を購入しましょう
問県地球温暖化対策課☎028-623-3262

子犬の爪切り

県政テレビ番組（とちぎテレビ）「満喫!とちぎ日和」  月  19:30～19:45・（再）木  20:00～20:15　「週刊とちぎ元気通信」  日  9:00～9:30・（再）火  19:00～19:30  

催し・講座催し・講座

案　　　内案　　　内

募集・試験募集・試験
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栃木県本栃木県本庁舎からの栃木県本庁県本庁舎からのお知らせお知らせ栃木県本庁舎からのお知らせ

◎フレッシュファーマーズマルシェ2012
●10/12（金）午前10時～午後2時●本
館1階県民ロビー等●県内青年農業
者が生産した農産物やその加工品の
販売
※今月のけんちょうde愛ふれあい直売所は開催しません

◎次回の閉館日●10/27（土）・28（日）
※次回の マロニエ県庁コンサ
ートは11/15（木）の予定です

見て･訪れて･感じる「とちぎの魅力
再発見スタンプラリー」 11/4(日)まで

●今秋以降に発行される地方自治法
施行60周年記念の「栃木県版」貨幣・
記念切手の図柄に関係する観光スポ
ット等を訪ね、スタンプを3つまたは
5つ集めて応募すると、抽選で県内の
ホテル・旅館のペア宿泊券や“とちぎ”
のおいしいものなどが当たります
●応募はがき付きチラシは、スタンプ
設置場所（8カ所）や県内の道の駅等
に置いてあるほか、県ホームページ
からダウンロードして入手できます
問県総合政策課☎028-623-2209

県県からの県からのお知らせお知らせ県からのお知らせ

県民の森「森の集い」
◎晩秋の尚仁沢を歩く●11/25（日）
午前9時30分～正午定25名（先着）
料無料●申込期間 10/9（火）～11/22
（木）◎たきぎを集めて火おこし・た
き火～縄文の森体験～●11/10（土）
午前9時～正午定25名（先着）料無料
●申込期間　10/9（火）～11/9（金）
問同管理事務所（矢板市）
☎0287-43-0479

芳賀青年の家 
◎みんなで楽しむ手びねり陶芸
●11/17（土）、12/8（土）、12/15（土）全
3回●対象　3回とも参加できる成人の方
定30名（先着）料5,000円〆11/3（土）
問同青年の家(益子町)☎0285-72-2273

なす高原自然の家 
◎クリスマスファミリーデー
●12/15（土）～16（日）1泊2日●ダッチ
オーブンを使っての調理活動体験や
クリスマスな
らではの創作
活動●対象　
県内在住の親
子定20組（抽選）
料大人5,800円､

高校生以下は学年・年齢により異なり
ます※活動内容により別途料金加算
あり〆11/15（木）
問同自然の家（那須町）☎0287-76-6240

とちぎ花センター 
◎秋のフラワーフェスティバル
●10/8（月・祝）まで●3万株の花をバ
ックにしたよさこい（10/7）や岩舟
武蔵太鼓の演奏（10/8）のほか、体験
教室などイベント盛りだくさん●鑑
賞大温室は
入館料が必
要（大人400
円、子ども
200円）
問同センター（岩舟町）☎0282-55-5775

とちぎ「森の楽校」
◎みんなの森づくり（枝打）●10/20
（土）午前9時30分～正午●県民の森
（矢板市）定50名（先着）料無料〆10/12
（金）◎秋の森を感じよう●10/27（土）
午前9時30分～正午●塩原温泉ビジ
ターセンター（那須塩原市）定 40名
（先着）料無料〆10/18（木）
問とちぎ環境・みどり推進機構
☎028-643-6801

栃木県の旬な話題やお出かけ情報、プレゼントコーナーなど、情報満載の栃木県メールマガジン「つぎつぎ“とちぎ”メール」読者募集中!　登録は、 とちぎメール
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那
須
烏
山
市
で
、
県
と
那
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烏
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市
の
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催
と
な
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総
合
防
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昨
年
は
東
日
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大
震
災
の
対

応
を
優
先
し
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こ
と
か
ら
、
2

年
ぶ
り
の
訓
練
で
す
。
震
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踏
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防
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。

ま
た
、
列
車
か
ら
の
救
助
や
負

傷
者
救
護
、
消
火
な
ど
の
訓
練

も
行
わ
れ
、
1
0
0
団
体
、
約

9
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。倒壊家屋からの救助訓練100万人目の来場者となった狩野さんご家族
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東
京
ス
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イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
®

に
出
店
し
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本
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ「
と
ち
ま
る
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ョ
ッ
プ
」

の
来
店
者
数
が
1
0
0
万
人
を

突
破
し
、今
年
5
月
22
日
の
オ
ー

プ
ン
か
ら
約
4
カ
月
で
の
大
台

達
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

1
0
0
万
人
目
の
来
店
者
と

な
っ
た
埼
玉
県
か
ら
お
越
し
の

狩
野
さ
ん
ご
家
族
に
は
、
と
ち

ま
る
く
ん
か
ら
、
か
ん
ぴ
ょ
う

な
ど
の
本
県
特
産
品
の
詰
め
合

わ
せ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

わくわくグランディ科学ランド 
☎028-659-5555●休月曜日（祝日の場合は翌日）、 祝日の翌日
◎科学まつり●10/27（土）、28（日）午前
10時～午後4時（28日は午後3時30分まで）
●多目的ホール、企画展示室●実験や工
作、サイエン
スショーなど、
子どもたちが
楽しく科学に
ふれあうイベ
ントです

県立美術館 
☎028-621-3566●休月曜日（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日
◎開館40周年企画「ゆく河の流れ ―美術
と旅と物語―」 10/27（土）～12/24（月･祝）
●平安京を襲った天災や社会の混乱を、鴨
長明が冷静に見つめて書いた文学の名作
『方丈記』を出発点と
して、文学や美術、時
の流れ、芸術家の旅な
どをテーマに、約100
点を展示します●同時
開催「〈特別展示〉高橋
由一」では、高橋由

ゆ

一
いち

の油彩画「驟
しゅう

雨
う

図
ず

」を
中心に油彩画、版画等
を紹介します

サイエンスショー

古川龍生
「四季少女図（秋）」1936年

　

県
で
は
、
県
産
い
ち
ご
の
新

品
種
「
栃
木
ｉ
27
号
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の
名
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を
「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」
に
決
定

し
ま
し
た
。

　

大
き
さ
、
美
し
さ
、
お
い
し

さ
の
全
て
が
大
空
に
届
く
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
い
ち
ご
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
県
に
あ
る
日
本
百
名

山
の
一
つ「
皇す

海か
い

山さ
ん

」に
も
ち
な

ん
で
い
ま
す
。
今
年
12
月
か
ら

試
験
販
売
を
開
始
し
、
本
格
出

荷
は
平
成
26
年
の
冬
か
ら
で
す
。大きな果実、きれいな円すい形、糖度と酸味のバランスが

良いスカイベリー


